
『ＬＧＢＴなんでも聞いてみよう』 
 ＱＷＲＣ／著 徳永 桂子／著 子どもの未来社 （Ｙ367ク）  

 

「恋愛」や「将来」、「カミングアウト」などについてＱア

ンドＡ方式で書かれています。2016年の情報ですが、相談

機関も載っています。 

『図解でわかる14歳からのLGBTQ＋』 
 社会応援ネットワーク／著 太田出版 （Ｙ367シ）  

 

この本は、ＬＧＢＴＱ＋の問題をＳＤＧｓの観点から考える

指針にもなっています。知る、考える、実践する道しるべに

なります。 

『ジェンダー・アイデンティティ』 
 佐々木 掌子／監修 国土社 （36.7ジ）  

 

この本が含まれる「ＬＧＢＴだけじゃない！わたしの性」シ

リーズは、性を通して自分について考える本です。 

 

 帯広市図書館 

 「キミヘノチカラシリーズ」 

 ブックリストにアクセス♪ 

      

 キミヘノチカラシリーズ 

物語やノンフィクションを中心に、性の多様

性について書かれた本を紹介しています。 

私たちの中にある多様な性を知るブックリス

トです。 

 帯 広 市 図 書 館  
２０２２年１０月発行 

 

『「ふつう」ってなんだ？ ＬＧＢＴについて知る本』 
 ＲｅＢｉｔ／監修 学研プラス （Ｙ367フ）  

 

章ごとに短いマンガの導入ストーリーがあり、ＬＧＢＴにつ

いて知る入門書です。 

『ラジオ保健室 10代の性 悩み相談ＢＯＯＫ』 
 ＮＨＫ「ラジオ保健室」制作班／著 リトルモア（Ｙ367ニ） 
  

10代のリアルで切実な悩み事や困りごとを多様なゲストが一

緒に考えていく、ラジオ番組から生まれた本です。 

 



『パンツ・プロジェクト』 
 キャット・クラーク／著 三辺 律子／訳  

 あすなろ書房（Ｙ933ク） 

  

リヴは母さんとマンマと弟のエンツォと４人暮らし。「女子

は、膝丈の黒のプリーツスカートを着用しなくてはならない」

という中学の校則が嫌でたまらないリヴは動き出す。 

『ブラザーズ・ブラジャー』 
 佐原 ひかり／著 河出書房新社（Ｙ913サ） 
  

父の再婚で弟になった晴彦がおしゃれでやっていることを見てしまっ

たちぐさ。人を傷つけたくないちぐさは、秘密を共有することで弟と

の距離も縮めることができるような気がするが、そう簡単にはいかな

くて…。 

『兄の名は、ジェシカ』 
 ジョン・ボイン／著 原田 勝／訳 あすなろ書房（Ｙ933ボ） 
  

ぼくのヒーロー、４歳年上のジェイソンが、トランスジェン

ダーをカミングアウトした。体裁を気にする両親、理解でき

ない弟、家族はぶつかりながら、誠実に生きることの意味を

問いかける。 

『ぼくはイエローでホワイトで、ちょっとブルー』 
 ブレイディ みかこ／著 新潮社（Ｙ376ブ） 

  

ジェンダー・人種差別・貧富の差・アイデンティティ、多様性ってい

いことなのか。イギリスに暮らす１１歳のぼくが日常でぶつかるモヤ

モヤした問題を、パンクな母は一緒に悩み考える。時に大人の思惑な

ど軽やかに超えてゆく子どもたちにエールを贈る本。 

『スペシャルＱトなぼくら』 
 如月 かずさ／著 講談社 （Ｙ913キ） 

  

中学生のナオは、メイクをして可愛い服を着て街を歩く、優

等生・久瀬を目撃する。この気持ちはなんだろう？２人の特

別な絆の物語。 

『トビタテ！ ＬＧＢＴＱ＋６人のハイスクールストーリー』 
  野原 くろ／作 エスムラルダ／作  

  サウザンブックス社 （Ｙ367ノ）  
 

高校生の6人のストーリー。LGBTQ+の葛藤、悩み、優しさ、勇気が

詰まっている。それぞれには、どんな思いがあるのか。コミックエッ

セイで読みやすい1冊。 

『君色パレット いつも側にいるあの人』 
 高田 由紀子／著 光用 千春／著 小手鞠 るい／著 いとう みく／著  

 佳奈／絵 岩崎書店 （Ｙ913キ）  
 

多様性をテーマにした短編集。同級生に幼馴染、お父さんの恋人に二

人のお母さん。身近なあの人とのショートストーリー。シリーズで

「ちょっと気になるあの人」「SNSで繋がるあの人」もどうぞ。 

『ぼくがスカートをはく日』 
 エイミ・ポロンスキー／著 西田 佳子／訳 まめふく／絵 

 学研プラス（Ｙ933ポ） 

 

学校で演劇のオーディションが行われるのを知ったぼくは、

女神の役に立候補する。「男子が女子の役をやるなんて」と

言われても。読後にもう一度表紙の絵をじっくり眺めてみて

ほしい。 

『ホオナニ、フラおどります』 
 ヘザー・ゲイル／文 ミカ・ソング／絵 

 クウレイナニ橋本／訳 （Ｅソング） 

  

「自分は男と女のまんなかにいる」といつも思っていたホオ

ナニ。ある日、学校で男子フラのチームが作られることにな

り、ホオナニはオーディションを受けることにする。 

『レディオワン』 
 斉藤 倫／著 クリハラ タカシ／画 光村図書出版（91.3サイト） 
  

言葉を話せるようになったいぬのジョンは、ラジオのＤＪになって、

ユーモラスに人間に語りかける。そんなジョンのもとに一通のメール

が届く。それは３月の花冷えの日に公園で出会ったあの子からで、

ジョンは嫌な予感がしてラジオブースから逃げ出す。 


